
　

ま
た
「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り

会
議
」
に
お
い
て
は
、「
街
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
に
よ
る
中
心
市
街

地
の
活
性
化
」
と
「
か
の
や
ば
ら

園
の
再
生
に
よ
る
元
気
な
か
の
や

づ
く
り
」
の
意
見
交
換
を
行
い
、

す
ぐ
に
反
映
で
き
る
も
の
は
事
業

化
す
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
輝
北
・
串
良
・
吾

平
地
区
の
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方

に
つ
い
て
協
議
を
行
う
、
各
総
合

支
所
主
導
の
「
地
域
再
生
会
議
」

に
お
い
て
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

　

さ
て
、
私
は
市
長
に
就
任
し
て

以
来
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
基

本
に
、
地
域
産
業
の
活
性
化
や
行

財
政
改
革
へ
の
取
組
な
ど
、
全
身

全
霊
を
尽
く
し
て
市
政
運
営
に
当

た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
、

 

・
市
民
が
主
役
の
市
政
「
対
話
」

 

・
透
明
・
迅
速
な
市
政
「
改
革
」

 

・
地
域
が
輝
く
市
政　
「
挑
戦
」

 

・
大
隅
が
ひ
び
き
あ
う
市
政
「
飛

躍
」

の
「
４
つ
の
基
本
姿
勢
」
を
掲
げ
、

「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
「
市
長
と
語
る
車
座
会

議
」
を
、
平
成
22
年
度
に
14
中
学

校
区
で
、
平
成
23
年
度
に
10
地
区

で
開
催
し
、
平
成
24
年
度
は
21
団

体
を
対
象
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

市
全
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
特
色

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
長
期
的
に
健
全
財
政
を
維
持

す
る
た
め
、
第
２
次
鹿
屋
市
行
政

経
営
改
革
大
綱
を
基
本
に
、
管
理

職
手
当
や
特
別
職
等
の
給
与
の
見

直
し
、「
第
２
次
鹿
屋
市
職
員
定

員
適
正
化
計
画
」
に
基
づ
く
総
人

件
費
の
抑
制
、
事
務
事
業
の
外
部

仕
分
け
な
ど
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
の
推
進
や
、
食
品
加

工
・
製
造
業
の
起
業
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
へ
の
取
組
を
は
じ

め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
６
次

産
業
化
へ
の
支
援
、
優
良
肉
用
繁

殖
雌
牛
の
更
新
促
進
、
農
業
の
担

い
手
育
成
な
ど
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
を
中
心
に
、
地
域
を
元
気

に
す
る
産
業
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
誰
も
が
安
心
で
き
る

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
子
ど
も
医
療
費
の

助
成
制
度
の
拡
充
や
、
大
隅
広
域

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る

な
ど
、
医
療
体
制
を
強
化
し
た
ほ

か
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
、
消
防
、
防
災
、
防
犯
、
交

通
安
全
な
ど
の
業
務
を
一
本
化
し

て
、
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
防
災
行
政
無
線
の
施

設
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
民
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
総
合
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
本
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然

と
環
境
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す

る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
、
住
環
境
の
整
備
、
環
境
保
全

等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
明

る
い
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、
輝

北
地
区
学
校
統
廃
合
や
花
岡
小
中

一
貫
校
の
整
備
、
文
化
会
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
、
韓
国
と
の
学
校
交

流
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
大
隅
定
住

自
立
圏
に
よ
る
大
隅
広
域
図
書
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
新
幹
線
が
全
線
開

業
し
た
こ
と
か
ら
、
鹿
屋
市
へ
の

交
流
人
口
を
増
大
さ
せ
る
取
組
と

し
て
、
私
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
大

阪
や
福
岡
で
の
観
光
客
の
誘
客
促

進
や
本
市
特
産
品
の
紹
介
、
か
の

や
ば
ら
園
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
す
る
と

と
も
に
、
鹿
児
島
中
央
駅
〜
鹿
屋

間
の
直
行
バ
ス
の
運
行
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
産
学
官
に
よ
る
産
業

振
興
等
を
図
る
た
め
、
本
市
固
有

の
資
源
で
あ
り
知
的
財
産
で
も
あ

る
鹿
屋
体
育
大
学
と
連
携
協
定
を

締
結
し
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
に
よ
り
、
プ
ロ
野

球
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
等
の
自

主
ト
レ
の
誘
致
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、

 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
か
の
や

く
る
り
ん
バ
ス
）
の
輝
北
・
吾

平
地
区
へ
の
運
行
拡
大

 

・
日
本
最
大
規
模
と
な
る
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

の
整
備
に
よ
る
「
か
の
や
ば

ら
園
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン

 

・
定
住
自
立
圏
構
想
の
新
規
施
策

「
若
手
企
業
人
地
域
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
よ
る
大
都
市
圏

企
業
か
ら
の
受
入
れ

 

・
総
務
省
・
経
済
産
業
省
、
全
国

市
長
会
等
へ
の
積
極
的
な
職

員
派
遣

な
ど
、
産
業
政
策
、
交
通
政
策
、

観
光
政
策
、
人
材
育
成
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
る
課
題
に
取
り
組
み
、

市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

「
元
気
な
か
の
や
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
て
、
大
き
く
前
進
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
、我
が
国
の
経
済
は
、

円
高
、
株
安
、
デ
フ
レ
な
ど
長
期

に
わ
た
り
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
を
打
開
す
る
た

め
、
政
府
は
日
本
再
生
に
向
け
、

「
復
興･

防
災
対
策
」、「
成
長
に

よ
る
富
の
創
出
」、「
暮
ら
し
の
安

心
、
地
域
の
活
性
化
」
の
３
つ
の

分
野
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
地
方
に
と
っ
て

地
域
の
経
済
活
性
化
に
繋
が
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
、
本
市
と
し

て
も
、
国
の
政
策
に
対
応
し
た
施

策
を
積
極
的
に
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

と
は
い
え
、
地
方
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
厳
し
く
、
本
市
に
お

い
て
も
、
企
業
業
績
や
雇
用
情
勢

の
不
安
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化

が
進
み
、
加
え
て
高
度
成
長
期
に

集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
施
設
・
道

路
・
橋
梁
等
の
老
朽
化
が
進
行
す

る
一
方
で
、
合
併
算
定
替
え
に
よ

る
地
方
交
付
税
が
、
平
成
28
年
度

か
ら
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
更
な
る
行
財
政

改
革
を
断
行
し
、
健
全
財
政
を
堅

持
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
時

代
で
は
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
を
駆
使
し
な
が
ら
、「
元
気

な
か
の
や
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
、
平
成
25
年
度
は 「
ひ
と
」・

「
ま
ち
」・「
産
業
」
の
活
性
化
を

テ
ー
マ
に
、
戦
略
的
・
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
「
ひ
と
」
が
元
気
に
な
る

た
め
に
は
、
共
生
・
協
働
社
会
の

実
現
や
、
地
域
を
支
え
る
人
材
育

成
な
ど
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、

 

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
強
化
や
、
共
生
・
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

 

・
各
総
合
支
所
主
導
に
よ
る
、
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
「
元

気
な
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

の
実
施

▲　市長と語る車座会議

▲　「動かない」「便利」な総合窓口

▲　イングリッシュローズガーデン

平成25年度平成25年度 施政方針施政方針

　

２
月
21
日
開
会
の
鹿
屋
市
３
月
議
会
定
例
会
で
、
嶋
田
市
長
が
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
な
る
施

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
一
部
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

※
鹿
屋
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
全
文
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

▲　平成 25 年３月議会本会議

▲　 美里あいらイメージキャラクター
「うがやくん」

４
つ
の
基
本
姿
勢
で

　
「
か
の
や
」
を
つ
く
る

対 

話 

 

改 

革

 

挑 

戦

 

飛 

躍

時
代
認
識

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢

〜｢

ひ
と｣

・｢

ま
ち
」・ 

　
  「

産
業
」
〜

2March.2013KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS3 No.173


